
1. 就職をする際の心構え 

（１）就職に対し、真剣な職業観を持とう 

   何となくではなく、「誠実で責任感のある職業人になろう」という決意で、就活に取り組む。 

（２）自分に適した職業選択をしよう 

   あなた自身の興味・関心・家庭環境、生きがい・やりがい、また将来 10 年後・20 年後も続け

ている仕事であることを想像してみよう。 

（３）企業の選択は、将来の目標、個性、事業内容によって変わる 

   企業の事業内容や将来性について充分に調べ、最終的には自分の責任で就職先を決定しよう。 

（４）採用条件をよく調べよう 

   就職してから、給料が少ない、残業が多い、寮の設備が悪いなど不満を言っても仕方ありません。

求人票やパンフレット、ホームページなどの資料を活用してよく調べ、分からないことは企業見学

や説明会へ参加したり、先生に聞いたりしてよく確かめて下さい。 

（５）向上心を持とう 

   学校生活でも向上心を持ち、根気強く努力したことが実社会で活かされ、仕事も楽しくできます。 

常に前向きな姿勢で取り組みましょう。 

 

2. 就職情報の集め方 

① まず進路指導室で資料を見ましょう。 
進路指導室には、求人票や県内・県外企業の会社案内、公務員の採用試験案内などが整

理されています。また、ハローワークから発行している「就職スタートブック」や就職に

関する DVD の閲覧もできます。資料を通していろいろな会社や職種があることがわかり

ます。進路指導室をフル活用し、できるだけたくさんの資料を見て、本当にあなたがやり

たい仕事や行きたい会社はどこか、しっかりと見極めていくことが大切です。 

 

② インターネットを活用しましょう。 
会社の情報はインターネットを利用しても集めることができます。各自のスマホ、進路

指導室にあるパソコンを活用して、休み時間や放課後を利用して、いろいろな会社の情報

を調べましょう。必要ならプリントアウトしてファイルに綴っておきましょう。会社のホ

ームページはその会社を知る一番の手がかりになります。最新の情報を得ることができる

インターネットを積極的に活用しましよう。 
  

③ 人生の先輩である保護者・先生に相談しましょう。 
保護者や先生方はみなさんの人生の先輩でもあるので、知識や情報もみなさんよりもた

くさん持っています。「こんな仕事がしたい」「こんな会社で働きたい」とある程度の考え

がまとまったら、先生に相談しましょう。やりたい仕事が見つからない場合でも、担任や

進路の先生に相談しましょう。よいアドバイスがもらえると思います。また、同時に家族

に相談することも大切です。たとえ意見が合わなくても、はっきり自分の考えを伝え、少

しずつ理解してもらい、最終的には家族の方からの同意が得られるようにしましょう。 

 

④ ひとつの情報だけに頼らないようにしましょう。 
たとえば求人票や会社案内を見ただけで、すぐに決めてしまうのは危険 

です。いろいろな人に相談することはもちろん、自分の目で確かめることも重要です。ま

た７月に行われる合同就職説明会や会社独自で開催される会社説明会にも積極的に参加し

て情報を集めましょう。その際は、先生方の指示や注意を守ることが大切です。このよう

に集めた情報は、メモにとってファイルに綴っておきましょう。 


